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書評

書評:小 倉 康嗣著

『高齢化社会 と日本 人の生 き方― 岐路に立つ現代 中年の ライ フス トー リー』

                        慶磨義塾大学 出版会、2006年

小林 多寿子

 本書 は、高齢化 の進む 日本社会 にお いて主題 化 され る問題 、とくに人生後 半を どう生きてい

くのか とい う私たちすべて に問われ る 「生 き方」の問題 に鮮 明に焦点を合 わせ 、まさに渾身 の

力 で描 き出 した力作 である。著者 の真摯 な学問的姿勢、出会 った人び とをま るご と理解 しよ う

とす る深いまな ざし、 自らの身体に刺 さった 「棘」をカ ミングアウ ト・ス トー リー として記 し

っっ 「生 きる」 ことと不可分であ るとい う著者の社会学観 、それ らは、ほ とば しりでる熱い思

い と勢 いある筆の力 にも押 されて圧倒 的な説得力 をもって読者 に迫 って くる。 これ ほど迫力あ

る社会学 の書物がいったいい くつあ るだろ うか。読者 となった社会学者は、豊饒 な学問的成果

か らも、研究者 としてのまっす ぐな姿勢か らも、 さらに描 き出 された重厚 な ライフス トー リー

か らもおおい に触発 され るにちがいない。 このよ うな傑 出 した作品 を上梓 され た著者 に心か ら

賞賛を贈 りたい。

 本 書か ら伝わって くるのは、調査研 究に対 しての情熱 と真摯 さだ けでない。評者 が専門 とす

るライフス トー リー論 の観点か らみ ると、質的研究の作品 として細部にまで配慮 の行 き届いた

構成 の誠実 さ、なに よ りも実験的な、あるいはむ しろ挑 戦的な とい ったほ うが よい作品化の試

みへの意欲 、いずれ も驚 くばか りであ る。細部 にまで至 る配慮 とは、調査プ ロセスを詳細に開

示 し、調査協力者に出会 うまでの経緯 、そ してイ ンタビューの依頼状や再調査の際に事前に語

り手に送 った初回のイ ンタ ビュー資料まで も巻末 に掲載 し、語 りの場が産み出 され るプロセス

を詳細に記述 した ところを さす。挑戦的な試み とは、書籍 として大部 にな ることを恐れず に、

三人の現代 中年の ライフス トー リー を圧縮す る ことなく、聞き手 のあいつ ちまで も含 めて対話

形式で存分 に掲載 した こと、そ の豊かな ライフス トー リー を挟 む ように前 に精緻 な理論的視角、

後 ろに筆者 の解釈 を配置 し、語 り手 と聞き手の構築す る世界に読者 も引き込んでい く手法 にあ

る。 これ らの点 には語 りの産 出プロセスを開示す るこ とに よってライ フス トー リーの信頼性 と

妥 当性 を担保す ることが意 図 され たはずであるが、ライ フス トー リー の作品化に新 たな可能性

を示 して くれ 、その点で も高 く評価 され る作品である。 ライスス トー リー論の立場 か らとくに

つ ぎの二つの点に注 目したい。

 ひ とつは本書 の 「再イ ンタ ビュー」 とい う手法 である。 ライフス トー リー ・アプ ローチ にお

いては調査対象者の経験 をより深 く理解す るために複数回イ ンタ ビュー をお こな うことは当然

のよ うにな され てい る。 しか し本書 の研究では、単純 にイ ンタビューを重ねてい くのではな く、

三年 とい う時間を経 た二回 目のインタビューは 「生成的理論」に裏 打ち された よ り密度 の高い
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「新たな了解 の生成」を 目指 したものであった。

 著者は、 「再イ ンタビュー」についてた とえば次の よ うに述べてい る。 一回 目のイ ンタ ビュ

ー において、語 り手は 「人 間の論理で割 り切れ ない部分」あるいは 「人間が どこか ら来て どこ

へ行 くのか」 とい う意味層へ まなざ しは向けなが ら、だが、安易 に 目の前の 目的を求 めるよ う

な ことは しない 「不作為」 とい う状態に とどま りつつ、何 かを照射 しよ うと模 索 してい るよ う

に感 じられた とい う。そ の照射 の先 とは 「簡 単 に見 えて くる よ うな性質 の もの」 ではな く、

「なかなか言語化 しえないもの」の よ うで もあった。三年 の月 日を経て何が見えてきたかを聞

きたか った とい う。 「そん な思 いを 自分のなか で発酵 させ なが ら」、三年 後に 「再イ ンタ ビュ

ー」 に臨んでい る
。

 「再イ ンタビュー」 の方法が他 のたんなる複数回イ ンタ ビュー とは峻別 され る点 と して 「発

酵」 とい う言葉が重 要であろ う。研 究者側 の解釈 とはただ トランスク リプ トしたものを読 み込

むだけで得 られ るのではなく、研 究者 自身 の内的経験 として時間 をかけて醸成 され るものであ

り、聞き手 と語 り手 の相互作用の場 とはそ のよ うな 「発酵」 のプ ロセスを も包含す ることを具

体的 に示 して くれ ている。 さらに 「発酵」 によって得 られ た解釈 を語 り手 へ投 げか けて フィー

ドバ ック し、その うえで 「互いの解釈 をす り合わせ てい くプロセス」 も分厚 く記述 され ている。

筆者 は、 この よ うな研究の知見を得 るにいた ったプ ロセ スを重視 し、〈経験 の実践のプ ロセ ス

〉として開示 し 「作 品」 と して提示す る実験的な手法を開拓 してい る。

 いまひ とっ、このよ うな ライフス トー リーの共同制作性 をふま えた提示 のス タイル に もおお

いに注 目したい。昨今、 ライフス トー リー ・アプ ロ0チ を とるものに とっては、イ ンタ ビュー

場面 を記 しなが ら、 トランスク リプ トをもとに聞き手 と語 り手双方の語 りを詳細に示 してい く

こ とは標 準にな りつつ あると思 う。 しか し本書で特筆 され るや りかたは、たん に語 り口を活か

す とい うレベル に とどま らず 、著者が 「実験的試み」 と述べ るよ うな語 り手 と聞き手の 「対話

実践のなかでライ フス トー リーが生成 されてい くプ ロセ ス」、 「相互了解 が得 られてい くプ ロセ

ス」、そ して 「私が感受 した こと」 を語 り手 に投 げかけて、 さらに展 開 され てい く対話 を存分

に盛 り込み、 「互いの解釈 をす りあわせてい くプロセ ス」 を組み込 んだライ フス トー リー の提

示法にある。具体的 には、調査研究者であ る著者 自身の 「働 きかけ、発話や問いかけの意 図 ・

動機 」、そ して 「わ た し自身 が調 査協力者 の語 りか ら観 じた こ と」 も 「最大 限露わ にす る記

述」 に加 えて、 「調査者で ある私のイ ンタビュー場面での位 置 どりや経験の仕方 にまで読み手

の注意 を喚起す る提示の仕方」が意識化 され ている。読者に よる読 まれ方まで も織 り込み済み

で調査過程 を描写 し、 「調査研 究す る主体で ある 「私」がいか に して生成 され、 また高齢化社

会における 自己の位 置性 を どのよ うに認識 し、一連の調査過程 にいかなる自己を持 ち込んで臨

んだのか」 と問いか けて、調査過程のなかで調査研究の主体 としての 「私」の立ち位置 を明確

に示そ うとした点において、この作品化 のポ リシーは先駆 的な試み とい えるだろ う。

 ここにあげた実験的な試み は、結果 としてエイ ジング ・プ ロセ ス とい う研 究テーマ に適った

方法 とな り、語 り手の 「生 き方 」 を描 き出す のに成 功 してい ると思 う。 と りわけ、 「蓄積 され
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て きた経験」、労働観 や 「老い」観や 人生態度 、 この よ うな 「言語化 しえない もの」を とらえ

よ うとして、「根 っこの経験」や 「体が欲す る」次元が鮮や かに描かれてい るが、聞き手/調 査

研 究者の解釈 を語 り手/調 査協力者に フィー ドバ ック してす り合わせてい くプ ロセスに よって

は じめて引き出せた ものである。そ して 「個人 の生涯 とい う時間的パースペ クティブ」か ら読

み解いて こそ とらえ られ るエイ ジングの諸相 がていねい にかつ充溢 に論 じられている。

 近年 、 ライフス トー リー法 において対話的構築主義が唱 えられ ているが、実際の研究成果で

いか にその観 点を効果的に示 しうるのか、いまだ試行錯誤が続 いている と思 う。 たんにイ ンタ

ビューの対話性 を提示す るだけではな く、人間をホー リステ ィックに とらえ記述す るのに どの

よ うなや りかたが可能 なのか、そ して研究主体の立ち位置 をいかに示 し、研究の知見の生成過

程 を どの よ うに明示化で きるのか と自問 しなが ら模 索中のものに とって(も ちろん私 自身 も含

めて)、 本書において示 された実験 的試みは示唆に満 ちたイ ンパ ク トを与えるにちがいない。

 このよ うな本 書にあえて問いを出す とした ら、最後 の第八章 において論 じられてい る<<経

験 〉の ミメー シス的ジェネ ラテ ィビティ〉 とい う概念 のわか りにくさと本書 のタイ トルにある

か もしれ ない。評者 に とっては<<経 験 〉の ミメーシス的ジェネ ラテ ィビティ〉をエイジング

論に置 いた ときに どのよ うな概念 として とらえた らいいのかいまひ とつ理解 できなかった。<

<経 験 〉の ミメーシス的ジェネ ラテ ィビテ ィ〉は、 「社 会化 」を世代継承性 として再 定義す る

文脈 に置 かれ うることに異存はないが、エイ ジング ・プ ロセ スのなかで ど う説 明 され るのか さ

らに問 うてみたい。 現代の高齢化社 会の問題 は、 「高齢者 」 とい う特定の人び との限 られた問

題ではな く、私た ち全世代が直面せ ざるを えない 「生 き方」の問題 であ り、 「下降」 「有限性 」

「喪失」 「依存」 「弱 さ」 「非合理性 」 とい う生の局面 を含 む 「老」 「病 」 「死」へ向か う人生後

半 をいかに意 味づ けるかが一人ひ とりに問われ ている とい う著者 の前提 に双手をあげて賛成で

ある。その前提 のもとで生涯 にわたるエイジング ・プロセスの生成 にく<経 験 〉の ミメー シス

的 ジェネ ラティ ビテ ィ〉概念 がいかに布置 され るのかがまだ見えてきてい ない。

 それか ら、三人の現代 中年 とい う調査協力者 、そ して著者 とい う調査研究者、双方の 「社会

か ら外れ た経験」 を強調 とす るこ との問題 はないだ ろ うか とも問い たい。50代 で早期退職 に

より無職 を選んだ男性、20年 農協に勤務 しフ リー になって地域活動 に携 わ る50代 の女性 、債

務 、離婚、脳梗塞 による障害 とい う重荷 を背負 った60代 の男性 、た とえばこの よ うに描写す

るな ら、も しか した ら現代 日本 において少数派か もしれ ない。 しか し、本書 のタイ トル に 「日

本 人の生 き方」 とした意図はなんなのか、三人の現代 中年 のライ フス トー リーで描 き出 し得た

ものをいかに 「日本人」 にまで接続 させてい くのか、その点 の論述は十分 にな されてい るとは

言い難 い。D.プ ラースの名著 『日本人 の生 き方』に大きな影響 を受 けている ことは想像 に難

くないが、評者に とっては阿川 さん、馬場 さん、千葉 さんの個性 あふれ る個 々の 「生 き方」 と

「日本 人の生 き方」 とのあいだ を結ぶ著者 の論理の展開を問 うてみたい と思 う。

 しか しこのよ うに問いかけなが らも、他方で は評者の読みが浅いのではないか とも躊躇 され

るのは、それ ほ どに緻密 な大作で あるか らである。 これか ら沸 き起 こるであろ う本書への反響

127



三田社会学第12号(2007)

か ら評者がむ しろ一層学ぶ ことになる と予感 している。

                       (こばや し たずこ

   [本体価格5,880円]

日本女子大学人間社会学部)
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